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シ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
ル
は
、
17
世
紀
フ
ラ
ン
ス

版
画
史
上
重
要
な
作
家
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア

で
学
ん
だ
成
果
を
フ
ラ
ン
ス
で
発
揮
し
、
ル

イ
14
世
付
き
版
画
家
に
任
命
さ
れ
る
な
ど
、

社
会
的
に
も
成
功
し
た
。
一
七
〇
〇
点
余
の

作
品
が
知
ら
れ
る
版
画
作
品
の
ほ
と
ん
ど
が

風
景
に
関
わ
り
、
ピ
ラ
ネ
ー
ジ
よ
り
も
一
世

紀
早
い
景
観
版
画
家
の
先
駆
け
と
し
て
注
目

さ
れ
る
。

　

本
作
は
、
17
世
紀
当
時
の
ロ
ー
マ
と
そ
の

近
郊
に
あ
る
、
古
代
ロ
ー
マ
の
名
所
旧
跡
を

描
い
た
12
枚
連
作
で
あ
る
。「
平
和
の
神
殿
」

（
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
の
バ
シ
リ
カ
）
は
、

巨
大
な
全
容
を
捉
え
る
た
め
、
そ
の
前
に
位

置
す
る
小
高
い
パ
ラ
テ
ィ
ー
ノ
の
丘
か
ら
眺

め
た
構
図
を
、
目
前
の
他
の
建
築
物
を
取
り

除
い
て
再
構
成
し
た
と
思
わ
れ
る
。
古
代
ロ

ー
マ
好
き
な
ら
で
は
の
シ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
ル
ら

し
い
工
夫
が
随
所
に
光
る
。

（
上
席
学
芸
員　

南 

美
幸
）

イ
ス
ラ
エ
ル
・
シ
ル
ヴ
ェ
ス
ト
ル
（
一
六
二
一
～
一
六
九
一
年
）

《
古
今
の
ロ
ー
マ
の
景
観
》
よ
り

「
パ
ラ
テ
ィ
ー
ノ
の
丘
の
皇
帝
宮
殿
」

七
・
二
×
一
五
・
七
㎝

「
平
和
の
神
殿
」
七
・
二
×
一
五
・
八
㎝

一
六
五
三
年
以
降　

紙
、
エ
ッ
チ
ン
グ

「パラティーノの丘の皇帝宮殿」

「平和の神殿」



T O P I C S

き
た
れ
、バ
ウ
ハ
ウ
ス
展
に
き
た
れ

︱
コ
ロ
ナ
禍
と
美
術
館

館
長
　
木
下
直
之

　

三
密
、
最
低
七
割
極
力
八
割
、
濃
厚
接
触
、

ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
、
お
う
ち
時
間
、
他
県
ナ
ン

バ
ー
狩
り
、
お
産
難
民
、
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み

会
、
巣
ご
も
り
、
吉
村
寝
ろ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
、
自
粛
警
察
、
出
口
戦
略
、

新
し
い
生
活
様
式
な
ど
な
ど
、
こ
れ
ら
は
二

〇
二
〇
年
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
流
行
っ
た

言
葉
と
し
て
私
が
ノ
ー
ト
に
書
き
止
め
た
も

の
の
ほ
ん
の
一
部
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
い
っ

た
い
何
を
意
味
し
て
い
た
の
か
わ
か
ら
な
く

な
る
日
が
来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
言
葉
が
飛
び
交
っ
て
い
た
四
月

上
旬
、
美
術
館
を
開
け
る
べ
き
か
、
そ
れ
と

も
閉
じ
る
べ
き
か
と
逡
巡
し
た
日
々
が
あ
り

ま
し
た
。
未
来
の
読
者
に
も
向
か
っ
て
、
そ

の
時
の
こ
と
を
記
録
し
て
お
き
ま
す
。

　

降
っ
て
湧
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
蔓
延
を
受
け
て
、
二
月
末
か
ら
全
国

で
美
術
館
の
休
館
が
始
ま
り
ま
し
た
。
き
っ

か
け
は
、
二
月
二
十
六
日
に
安
倍
首
相
が
文

化
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
・
延
期
・
規
模
縮
小
を

要
請
し
た
こ
と
で
す
。

　

翌
二
十
七
日
以
降
、
国
立
美
術
館
、
国
立

博
物
館
、
都
立
美
術
館
が
相
次
い
で
臨
時
休

館
し
、
東
京
国
立
博
物
館
の
「
法
隆
寺
金
堂

壁
画
と
百
済
観
音
」
展
や
東
京
都
美
術
館
の

「
芸
術
×
力 

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
」
展
な
ど
、

予
定
さ
れ
て
い
た
い
く
つ
も
の
展
覧
会
が
公

開
さ
れ
な
い
ま
ま
中
止
に
追
い
込
ま
れ
ま
し

た
。美
術
館
の
歴
史
に
残
る
異
常
事
態
で
す
。

　

当
館
は
そ
れ
よ
り
も
早
く
二
月
二
十
五
日

か
ら
休
館
に
入
り
、
四
月
七
日
に
再
開
し
ま

し
た
。
事
情
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
率
先
し
て

コ
ロ
ナ
禍
に
対
処
し
た
か
に
見
え
ま
す
が
、

そ
の
時
期
に
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
工
事
を
入
れ
、

予
定
ど
お
り
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
し
て

い
た
だ
け
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
間
、
感

染
者
数
は
急
増
、
同
じ
四
月
七
日
に
は
、
東

京
を
は
じ
め
七
都
府
県
に
緊
急
事
態
宣
言
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
外
出
自
粛
の
声
が
日
増
し

に
高
ま
る
中
、当
館
は
四
日
後
に
「
き
た
れ
、

バ
ウ
ハ
ウ
ス
」
展
（
四
月
十
一
日
―
五
月
三

十
一
日
）
の
開
幕
を
控
え
て
い
た
の
で
す
。

　

外
出
自
粛
が
叫
ば
れ
る
折
、「
き
た
れ
」

と
呼
び
か
け
る
の
は
新
た
な
外
出
先
の
提
供

で
は
な
い
か
、
美
術
館
へ
の
外
出
は
不
要
不

急
だ
ろ
う
か
と
自
問
し
ま
し
た
。
こ
の
時
点

で
私
が
考
え
た
こ
と
は
つ
ぎ
の
三
点
で
す
。

　

開
け
る
根
拠
は
明
白
。
公
立
施
設
で
あ
る

以
上
は
開
け
続
け
、
誰
も
が
ア
ク
セ
ス
で
き

る
状
態
を
維
持
す
る
。そ
れ
に
、展
覧
会
の
開

催
に
は
莫
大
な
公
金
が
投
じ
ら
れ
て
お
り
、

そ
う
簡
単
に
閉
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

閉
じ
る
判
断
は
難
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
閉

館
す
べ
き
疫
学
的
な
判
断
材
料
を
美
術
館
は

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
周
り
が
閉
め
て
い

る
か
ら
自
分
た
ち
も
閉
め
よ
う
、
な
ど
と
い

う
理
屈
は
通
用
し
な
い
。

　

館
を
開
け
つ
づ
け
る
に
せ
よ
、
閉
じ
る
に

せ
よ
、
そ
の
根
拠
を
明
ら
か
に
し
て
、
外
部

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
は
館
員
が
し
っ
か
り

と
説
明
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

お
そ
ら
く
、
国
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
基
本
的
対
処
方
針
」（
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
、
三

月
二
十
八
日
決
定
）
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
国

民
の
自
由
と
権
利
の
制
限
は
必
要
最
小
限
の

も
の
と
す
る
」
と
い
う
指
針
が
、
当
館
の
活

動
に
と
っ
て
も
大
前
提
と
な
る
は
ず
で
す
。

　

実
は
私
は
護
憲
論
者
で
す
。
日
本
国
憲
法

の
中
で
守
り
た
い
条
文
の
ひ
と
つ
は
第
二
二

条
で
す
。
す
な
わ
ち
「
居
住
・
移
転
及
び
職

業
選
択
の
自
由
、
外
国
移
住
及
び
国
籍
離
脱

の
自
由
」。
ど
こ
に
住
ん
で
も
、
ど
こ
に
出

か
け
て
も
自
由
と
い
う
、
私
た
ち
に
と
っ
て

は
当
た
り
前
の
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
憲
法
が
保

証
す
る
と
は
、
そ
う
で
は
な
い
時
代
が
あ
っ

た
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
飛
躍
す
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
は
ど
こ
に
で
も

行
け
る
。
好
き
な
時
に
美
術
館
に
行
け
る
。

そ
し
て
、
美
術
館
は
そ
れ
に
応
え
て
扉
を
開

け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
博
物
館
法

第
二
条
が
美
術
館
を
含
む
博
物
館
を
「
一
般

公
衆
の
利
用
に
供
し
」
と
規
定
し
て
い
る
の

は
こ
の
た
め
で
す
。
こ
れ
を
肝
に
銘
じ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
四
月
十
六
日
に
緊
急
事
態
宣
言

が
全
国
に
拡
大
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
十
八

日
に
当
館
も
臨
時
休
館
と
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
五
月
四
日
に
同
宣
言
の
月
末
ま
で
の
延

長
が
発
表
さ
れ
る
と
、
今
度
は
そ
れ
に
先
立

つ
再
開
が
決
ま
り
ま
し
た
。
矛
盾
す
る
よ
う

な
結
論
で
す
が
、
国
が
国
民
に
さ
ら
な
る
制

約
を
課
す
上
で
、先
の
「
基
本
的
対
処
方
針
」

（
五
月
四
日
変
更
）
に
「
博
物
館
、
美
術
館
、

図
書
館
な
ど
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
健
康
的

な
生
活
を
維
持
す
る
た
め
、（
中
略
）
感
染

防
止
策
を
講
じ
る
こ
と
を
前
提
に
開
放
す
る

こ
と
」
を
盛
り
込
ん
だ
か
ら
で
す
。

　

こ
う
し
て
、十
二
日
に
再
開
し
、「
き
た
れ
、

バ
ウ
ハ
ウ
ス
」
展
に
き
た
れ
、
と
呼
び
か
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
日
、
六
十
三

人
の
方
々
が
来
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
想
い　

深
川
雅
文

　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、平
時
に
何
事
も
な
け
れ
ば
、

自
分
が
行
き
た
い
時
に
出
か
け
て
、
鑑
賞
し
て
、

豊
か
な
体
験
と
感
情
で
心
を
満
た
し
家
に
帰
る
こ

と
が
で
き
る
文
化
の
オ
ア
シ
ス
で
あ
る
。
そ
の
建

物
は
、
大
切
な
文
化
財
を
収
蔵
し
安
全
に
公
開
す

る
た
め
に
堅
固
な
佇
ま
い
を
見
せ
て
い
る
こ
と
が

多
い
。
文
化
を
永
続
的
に
伝
え
よ
う
と
い
う
意
志

を
示
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
。
私
は
、
美
術
館

人
と
し
て
こ
う
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
像
を
長
年
抱

い
て
き
た
が
、
二
十
一
世
紀
に
入
り
そ
れ
を
揺
る

が
す
よ
う
な
事
態
に
直
面
し
て
き
た
。

　

二
〇
〇
三
年
、
公
共
文
化
施
設
に
民
間
企
業
の

参
入
も
可
能
と
す
る
指
定
管
理
制
度
が
導
入
さ

れ
、
私
が
長
年
働
い
て
き
た
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
は
そ
の
波
に
揺
れ
た
。
経
済
効
率
性
の
優

先
度
が
高
ま
る
な
か
で
芸
術
・
文
化
の
公
共
性
を

支
え
る
シ
ス
テ
ム
が
き
ち
ん
と
永
続
的
に
維
持
さ

れ
る
の
か
？　

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
危
機
を
強
く
感

じ
た
出
来
事
で
あ
る
。
二
〇
一
七
年
、
制
度
に
よ

る
運
営
体
制
の
変
更
を
機
に
私
は
館
を
後
に
す

る
。（
1
）
さ
ら
に
、
二
〇
一
九
年
そ
し
て
二
〇
二

〇
年
、
人
為
に
属
す
る
「
制
度
」
と
は
異
な
る
次

元
で
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動
を
脅
か
す
自
然
の
猛
威

を
間
近
で
体
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

二
〇
一
九
年
十
月
に
関
東
地
方
を
直
撃
し
た
台

風
一
九
号
に
よ
り
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

収
蔵
庫
は
す
べ
て
水
没
し
収
蔵
品
約
二
十
二
万
九

千
点
の
多
く
が
被
害
を
受
け
た
。（
2
）
漫
画
、
写

真
、
ポ
ス
タ
ー
、
映
画
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
関
す

る
ユ
ニ
ー
ク
な
性
格
で
も
知
ら
れ
る
国
内
最
大
級

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
未
曾
有
の
被
害
で
も
あ
り

全
国
に
速
報
さ
れ
る
。（
3
）
直
後
、
現
場
の
要
請

で
初
期
の
緊
急
レ
ス
キ
ュ
ー
作
業
に
加
わ
っ
た
。

流
れ
込
ん
だ
雨
水
の
水
圧
は
頑
強
な
鉄
扉
を
も
破

け
て
い
る
。

　

二
〇
二
〇
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
危
機
が
世
界
規
模
で
広
が
る
中
、
四
月

七
日
、
七
都
府
県
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
、

四
月
一
六
日
に
は
全
国
拡
大
さ
れ
た
。
筆
者
は
、

バ
ウ
ハ
ウ
ス
百
周
年
を
祝
う
「
き
た
れ
、
バ
ウ
ハ

ウ
ス
」
展
の
監
修
者
と
し
て
静
岡
県
立
美
術
館
で

の
同
展
開
催
へ
の
影
響
を
案
じ
た
。
四
月
十
一
日

に
開
幕
を
迎
え
た
が
、
宣
言
が
全
国
規
模
と
な
り

中
断
。
人
間
の
生
命
が
第
一
で
あ
り
当
然
の
措
置

で
あ
る
。
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動
を
停
止
さ
せ
る
自

然
の
威
力
に
、
地
震
や
水
害
だ
け
で
は
な
く
感
染

症
も
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
不
覚
に
も
想
像
が
及

ん
で
い
な
か
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
は
文
化
の
あ
り
方
、
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
あ
り
方
に
も
再
考
を
促
し
て
い
る
。
五

月
九
日
、
ド
イ
ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
は
コ
ロ
ナ
時

代
に
お
け
る
文
化
の
役
割
に
つ
い
て
い
ち
早
く
力

強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
た
。「
文
化
的
イ
ベ

ン
ト
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
こ
の
う
え
な

く
重
要
な
も
の
で
す
。
そ
れ
は
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
時
代
で
も
同
じ
で
す
。も
し
か
す
る
と
、

私
た
ち
は
、
こ
う
し
た
時
代
に
な
っ
て
や
っ
と
、

自
分
た
ち
か
ら
失
わ
れ
た
も
の
の
大
切
さ
に
気
づ

く
よ
う
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。」（
4
）

　

い
ま
、
私
た
ち
は
、
芸
術
・
文
化
の
大
切
さ
を

噛
み
し
め
る
と
と
も
に
、
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
危
機

に
つ
い
て
の
想
像
力
を
豊
か
に
す
べ
き
で
は
な
い

か
？　

人
間
の
心
の
拠
り
所
と
な
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
の
営
み
を
大
切
に
未
来
に
紡
ぐ
た
め
に
「
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
・
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
」（
持
続
可

能
な
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
に
つ
い
て
熟
考
す
る
時
期

で
は
な
い
か
？　

そ
ん
な
想
い
が
溢
れ
て
く
る
の

で
あ
る
。
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深
川
雅
文

　

https://bijutsutecho.com
/m

agazine/series/s13/18038

（
2
）
参
照:

美
術
手
帖
（online

） N
EW

S / H
EA

D
LIN

E - 
2020.2.3

　

水
没
し
た
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
収
蔵
品
救
出
状
況
が

明
ら
か
に
。今
年
度
中
に
地
階
か
ら
の
浸
水
作
品
搬
出
を
目
指

す

　

https://bijutsutecho.com
/m

agazine/new
s/

headline/21286

（
3
）
参
照
：
美
術
手
帖
（online

） IN
SIGH

T
 - 2020.2.8

　

被
災
し
た
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
は
ど
の
よ
う
な
美
術

館
な
の
か
？　

国
内
屈
指
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
元
学
芸

員
に
聞
く　

話: 

深
川
雅
文

　

https://bijutsutecho.com
/m

agazine/insight/21302

（
4
）
美
術
手
帖
（online

） N
E

W
S

 / H
E

A
D

L
IN

E
 - 

2020.5.16

　

芸
術
支
援
は
最
優
先
事
項
。
ド
イ
ツ
・
メ
ル
ケ
ル
首
相
が
語
っ

た
「
コ
ロ
ナ
と
文
化
」

　

日
本
語
訳
＝
河
合
温
美
（
神
戸
大
学
大
学
院
国
際
文
化
学
研
究

科
）、藤
野
一
夫
（
神
戸
大
学
大
学
院
国
際
文
化
学
研
究
科
教
授
）

　

https://bijutsutecho.com
/m

agazine/new
s/headline/2

1933?fbclid=Iw
A

R3m
Q

PK
L4M

P629T
W

iM
kE5FcGb2h

zxIU
ISsZ

4V
dovv4F

5P
xQ

6ptaw
_shY

T
_w

#
.

X
sPL515284Q

.facebook

深
川
雅
文　

ふ
か
が
わ　

ま
さ
ふ
み　

　
　
　
　
　

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
／
ク
リ
テ
ィ
ッ
ク

一
九
八
八
年
、
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
設
立
時
よ

り
学
芸
員
と
し
て
在
籍
。
二
〇
一
七
年
か
ら
フ
リ
ー
。

二
〇
一
九
年
バ
ウ
ハ
ウ
ス
創
設
百
周
年
記
念
巡
回
展

「
き
た
れ
、
バ
ウ
ハ
ウ
ス
」
を
監
修
。
著
書
『
光
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト 

―
写
真
、モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
超
え
て
―
』（
青

弓
社　

二
〇
〇
七
）、
訳
書
『
写
真
の
哲
学
の
た
め
に
』

（
ヴ
ィ
レ
ム
・
フ
ル
ッ
サ
ー
著 

勁
草
書
房 

一
九
九
九
）

な
ど
。
国
際
美
術
評
論
家
連
盟
日
本
支
部
会
員

レスキュー作業のために壁で囲われた川崎市市民ミュージアム。前
庭には救出作品・資料の一時保管施設として急遽、冷凍庫（白い建物）
が仮設された。2020年1月25日（筆者撮影）

臨時休館となり公開中断となった「きたれ、バウハウス」展（静岡県立美術館）

壊
す
る
凄
ま
じ
さ
で
作
品
を

無
差
別
的
に
襲
っ
て
お
り
、

収
集
に
関
わ
っ
て
き
た
学
芸

員
と
し
て
身
を
切
ら
れ
る
思

い
で
あ
っ
た
。
二
十
一
世
紀

に
入
り
、
設
立
当
初
に
は
予

想
で
き
な
か
っ
た
気
候
変
動

に
よ
る
水
害
の
可
能
性
が
高

ま
っ
て
い
た
が
対
応
は
出
来

な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
想
定

外
の
被
害
を
い
か
に
し
て
防

ぐ
の
か
？　

警
報
は
鳴
り
続
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E X H I B I T I O N

みんなのミュシャ
ミュシャからマンガへ
――線の魔術
2020年 7 月11日（土）〜 9 月 6 日（日）

　

一
八
八
七
年
、
パ
リ
―
―
二
年
後
に
控

え
た
四
度
目
の
万
国
博
覧
会
に
向
け
て
エ

ッ
フ
ェ
ル
塔
建
設
も
始
ま
り
華
や
ぎ
を
増

す
芸
術
の
都
に
、
現
在
の
チ
ェ
コ
共
和
国

出
身
の
青
年
が
絵
画
修
業
に
や
っ
て
き
ま

す
。
青
年
の
名
は
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ス
・
ミ

ュ
シ
ャ
（
一
八
六
〇
―
一
九
三
九
）。
そ

こ
で
パ
ト
ロ
ン
の
援
助
打
ち
切
り
に
よ
り

経
済
的
自
立
を
迫
ら
れ
た
ミ
ュ
シ
ャ
は
、

自
ら
の
素
描
画
を
出
版
社
に
売
る
よ
う
に

な
り
、
当
時
拡
大
目
覚
し
い
出
版
文
化
の

潮
流
の
中
、
ま
ず
は
挿
絵
画
家
と
し
て
世

に
出
ま
す
。
そ
し
て
一
八
九
五
年
元
日
、

偶
然
依
頼
さ
れ
制
作
し
た
女
優
サ
ラ
・
ベ

ル
ナ
ー
ル
の
た
め
の
劇
場
ポ
ス
タ
ー
《
ジ

ス
モ
ン
ダ
》が
街
頭
に
貼
り
出
さ
れ
る
や
、

流
麗
な
描
線
と
上
品
な
色
彩
の
織
り
な
す

美
麗
な
表
現
で
パ
リ
中
を
魅
了
し
、
ミ
ュ

シ
ャ
の
名
を
一
躍
有
名
な
ら
し
め
る
と
と

も
に
、
宣
伝
媒
体
に
過
ぎ
な
か
っ
た
ポ
ス

タ
ー
を
「
芸
術
」
の
域
へ
と
押
し
上
げ
た

と
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
の
ミ
ュ
シ
ャ
の
活

躍
は
目
を
見
張
る
程
で
あ
り
、
当
時
最
先

端
の
装
飾
を
中
心
と
し
た
芸
術
潮
流
「
ア

ー
ル
・
ヌ
ー
ヴ
ォ
ー
」
の
代
名
詞
と
も
目

さ
れ
る
の
は
、
き
っ
と
よ
く
ご
存
知
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ミ
ュ
シ
ャ
の
芸
術
が
最

も
花
開
い
た
の
は
一
〇
〇
年
程
前
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
し
た
。
で
す
が
そ
の
後
も
、
時

代
や
地
域
を
超
え
て
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
は

今
日
な
お
生
き
続
け
て
い
る
と
言
っ
た

ら
、
現
代
の
私
た
ち
に
身
近
で
ポ
ピ
ュ
ラ

ー
な
文
化
の
中
に
も
息
づ
い
て
い
る
と
言

っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
。
ま
さ
か
と
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
実
は
そ

の
「
ま
さ
か
」
な
の
で
す
。

　

確
か
に
、
ミ
ュ
シ
ャ
は
晩
年
に
か
け
て

故
郷
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
そ
こ
で
没
し

ま
す
が
、
没
後
第
二
次
世
界
大
戦
や
東
西

冷
戦
を
経
る
う
ち
に
、
一
時
忘
れ
ら
れ
た

か
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
一
九
六
三

年
、
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
二
つ
の
ミ

ュ
シ
ャ
の
展
覧
会
は
そ
の
記
憶
は
呼
び
覚

ま
し
、人
々
に
新
た
な
衝
撃
を
与
え
ま
す
。

特
に
英
米
の
若
者
た
ち
の
反
応
は
ヴ
ィ
ヴ

ィ
ッ
ド
で
、
ミ
ュ
シ
ャ
の
女
性
描
写
や
装

飾
モ
テ
ィ
ー
フ
、
曲
線
表
現
に
触
発
さ
れ

た
サ
イ
ケ
デ
リ
ッ
ク
・
ロ
ッ
ク
の
ポ
ス
タ

ー
や
レ
コ
ー
ド
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
が
次
々
と

登
場
し
ま
し
た
。
加
え
て
そ
れ
は
ア
メ
リ

カ
ン
・
コ
ミ
ッ
ク
ス
に
も
及
び
、
今
日
ま

で
そ
の
影
響
は
続
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
ミ
ュ
シ
ャ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら

は
極
東
に
位
置
す
る
明
治
期
の
日
本
で

も
、
驚
き
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
一
九
〇
〇
年
、
つ
ま
り
明
治
三

三
年
、
パ
リ
で
は
五
度
目
の
万
博
が
開
催

さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
前
後
に
多
く
の
日
本

の
文
化
人
た
ち
が
渡
仏
し
彼
の
地
の
最
先

た
花
や
星
、
流
れ
る
よ
う
な
髪
な
ど
を
伴

う
女
性
の
表
現
様
式
は
、
時
の
中
で
ミ
ュ

シ
ャ
と
い
う
ル
ー
ツ
は
忘
却
し
な
が
ら

も
、
戦
後
の
少
女
マ
ン
ガ
に
ま
で
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
ミ
ュ
シ
ャ
は
、
時
を
経
て

今
な
お
、
私
た
ち
「
み
ん
な
」
の
も
の
と

し
て
生
き
続
け
て
い
る
の
で
す
。そ
し
て
、

ミ
ュ
シ
ャ
の
名
作
と
と
も
に
、
そ
の
一
族

と
も
言
え
る
多
彩
な
作
品
を
斬
新
な
視
点

で
ご
覧
い
た
だ
く
の
が
、
今
回
の
展
覧
会

と
な
り
ま
す
。
は
る
か
に
し
て
華
麗
な
る

一
族
に
よ
せ
た
本
展
、
ど
う
ぞ
お
楽
し
み

下
さ
い
。

（
学
芸
課
長　

三
谷　

理
華
）

アルフォンス・ミュシャ《モナコ・モンテカルロ》
1897年　カラーリトグラフ
ミュシャ財団蔵
ⓒMucha Trust 2020

アルフォンス・ミュシャ《ジスモンダ》
1894年　カラーリトグラフ　
ミュシャ財団蔵
ⓒMucha Trust 2020

端
の
芸
術
を
母
国

に
紹
介
し
ま
す
。

ミ
ュ
シ
ャ
の
流
麗

な
ス
タ
イ
ル
も
日

本
の
人
々
の
目
に

触
れ
、心
を
捉
え
、

１
９
０
０
年
代
初

頭
の
短
い
期
間
な

が
ら
も
明
治
の
文

芸
誌
は
ミ
ュ
シ
ャ

風
の
表
紙
絵
な
ど

で
彩
ら
れ
ま
し

た
。
そ
こ
に
登
場

し
た
意
匠
化
さ
れ
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富野由悠季の世界
2020年 9 月19日（土）〜11月 8 日（日）

E X H I B I T I O N

　

昨
年
度
、福
岡
市
美
術
館
を
皮
切
り
に
、

全
国
三
つ
の
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
展
覧

会
「
富
野
由
悠
季
の
世
界
」。
総
数
約
三
、

〇
〇
〇
点
も
の
資
料
を
擁
す
る
圧
倒
的
な

熱
量
で
評
判
と
な
り
、
そ
の
カ
タ
ロ
グ
は

「
二
〇
一
九
年
美
術
館
連
絡
協
議
会
優

秀
カ
タ
ロ
グ
賞
」
に
も
輝
き
ま
し
た
。
待

望
の
展
覧
会
が
こ
の
秋
、
い
よ
い
よ
静
岡

に
や
っ
て
き
ま
す
！

　

最
新
作『
Ｇ
の
レ
コ
ン
ギ
ス
タ
』（
現
在
、

劇
場
版
制
作
中
）を
は
じ
め
、「
ガ
ン
ダ
ム
」

シ
リ
ー
ズ
の
原
点『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
』

（
一
九
七
九
年
）、『
伝
説
巨
神
イ
デ
オ
ン
』

（
一
九
八
〇
年
）、『
聖
戦
士
ダ
ン
バ
イ
ン
』

（
一
九
八
三
年
）
と
い
っ
た
数
多
く
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
総
監
督
を

務
め
、
国
内
外
の
ア
ニ
メ
シ
ー
ン
に
多
大

な
影
響
を
与
え
て
き
た
富
野
由
悠
季
（
一

九
四
一
年
生
ま
れ
）。
本
展
で
は
、「
虫
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
」
に
入
社
し
て
『
鉄
腕
ア

ト
ム
』
制
作
に
関
わ
っ
た
駆
け
出
し
の
こ

ろ
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
五
十
五
年
間

に
わ
た
る
そ
の
仕
事
を
通
覧
し
ま
す
。

　

展
覧
会
は
全
六
部
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

第
一
部
「
宇そ

宙ら

へ
あ
こ
が
れ
て
」
で
は
、

青
少
年
時
代
の
創
作
か
ら
虫
プ
ロ
で
の
仕

事
、
さ
ら
に
『
海
の
ト
リ
ト
ン
』（
一
九

七
二
年
）、『
無
敵
超
人
ザ
ン
ボ
ッ
ト
3
』

（
一
九
七
七
年
）
と
い
っ
た
初
期
の
代
表

作
を
紹
介
し
ま
す
。
第
二
部
「
人
は
変
わ

っ
て
ゆ
く
の
か
？
」
で
は
、
出
世
作
と
な

っ
た
『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
』『
伝
説
巨

神
イ
デ
オ
ン
』、
さ
ら
に
第
三
部
「
空
と

大
地
の
間
で
逞
し
く
」
で
は
『
無
敵
鋼
人

九
七
五
年
）
に
代
表
さ
れ
る
歴
史
に
題
材

を
と
っ
た
作
品
を
御
覧
に
入
れ
ま
す
。
第

四
部
「
魂
の
安
息
の
地
は
何
処
に
？
」
で

は
、「
バ
イ
ス
ト
ン
・
ウ
ェ
ル
」「
ペ
ン
タ

ゴ
ナ
・
ワ
ー
ル
ド
」
と
い
う
異
世
界
を
テ

ー
マ
に
し
た
諸
作
品
、第
五
部
「
刻
の
涙
、

流
れ
ゆ
く
そ
の
先
へ
」
に
お
い
て
は
、『
機

動
戦
士
Ｚ
ガ
ン
ダ
ム
』（
一
九
八
五
年
）

か
ら
『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
逆
襲
の
シ

ャ
ア
』（
一
九
八
八
年
）
へ
と
続
く
「
シ

ャ
ア
と
ア
ム
ロ
の
物
語
」
の
結
末
と
、『
機

動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
Ｆ
91
』（
一
九
九
一
年
）

な
ど
「
家
族
」
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品

群
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
ま
す
。
最
後
の
第

六
部
「
大
地
へ
の
帰
還
」
で
は
、『
∀
ガ

ン
ダ
ム
』（
一
九
九
九
年
）
お
よ
び
『
Ｇ

の
レ
コ
ン
ギ
ス
タ
』
を
通
し
て
、
富
野
由

悠
季
の
現
在
を
追
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
で
は
、
富
野
直
筆

の
絵
コ
ン
テ
や
、
富
野
と
仕
事
を
共
に
し

た
ク
リ
エ
ー
タ
ー
た
ち
の
デ
ザ
イ
ン
画
、

原
画
、
撮
影
に
使
わ
れ
た
セ
ル
画
な
ど
の

原
資
料
を
元
に
各
作
品
の
映
像
的
特
質
を

検
証
し
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
紙
資
料
だ
け

で
は
な
く
、
作
品
映
像
も
ふ
ん
だ
ん
に
上

映
し
、
作
品
資
料
と
映
像
と
を
対
比
し
な

が
ら
皆
様
ご
自
身
の
目
で
考
察
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
ら
の
作
品
世
界
を
掘
り
下
げ

た
小
説
、
主
題
歌
等
の
作
詞
、
様
々
な
分

野
の
人
々
と
の
対
話
な
ど
、
富
野
の
マ
ル

チ
な
活
動
と
才
能
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
本

展
で
は
、
こ
う
し
た
側
面
に
も
焦
点
を
当

て
、時
代
や
人
々
に
与
え
て
き
た
影
響
と
、

彼
が
訴
え
続
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紐
解
き

ま
す
。

（
上
席
学
芸
員　

村
上　

敬
）

富野 由悠季　撮影：鈴木心

＊ 

展
覧
会
・
イ
ベ
ン
ト
の
最
新
情
報
は
当
館

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ら
び
に
「
富
野
由
悠
季

の
世
界
」
特
設
サ
イ
ト
（https://w

w
w

.
tom

ino-exhibition.com
/index.htm

l

）

を
御
覧
く
だ
さ
い
。【特設サイトＱＲコード】

『機動戦士ガンダム』©創通・サンライズ

ダ
イ
タ
ー
ン
3
』

（
一
九
七
八
年
）、

『
戦
闘
メ
カ
ザ
ブ

ン
グ
ル
』（
一
九
八

二
年
）
と
い
っ
た

コ
メ
デ
ィ
タ
ッ
チ

の
作
品
や
、『
ラ
・

セ
ー
ヌ
の
星
』（
一
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研究 ノ ー ト

見
る
と
片
方
が
白
く
、
も
う
片
方
が
水
色
に
ペ
イ
ン

ト
さ
れ
て
い
る
。
鳥
か
ご
の
底
板
に
は
格
子
状
の
線

が
刻
ま
れ
て
お
り
、
格
子
の
線
上
か
ら
垂
直
に
立
ち

上
が
る
よ
う
に
鳥
か
ご
の
中
央
に
鏡
が
仕
組
ま
れ
て

い
る
。
床
板
の
格
子
や
、
垂
直
方
向
の
竹
ひ
ご
と
重

な
っ
て
、
一
見
す
る
と
鳥
か
ご
の
中
に
鏡
が
あ
る
こ

と
は
分
か
ら
な
い
。
鑑
賞
者
が
鳥
か
ご
を
横
か
ら
覗

き
込
む
と
一
足
の
白
い
ハ
イ
ヒ
ー
ル
が
揃
え
て
置
い

て
あ
る
よ
う
に
見
え
、
反
対
側
か
ら
覗
き
込
む
と
水

色
の
ハ
イ
ヒ
ー
ル
が
並
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

鏡
の
錯
視
効
果
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
、
こ
の
仕
掛

け
に
よ
り
鑑
賞
者
の
目
に
は
、
実
像
と
、
鏡
に
映
り

込
ん
だ
虚
像
と
が
同
時
に
飛
び
込
ん
で
く
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
作
品
は
一
九
六
八
年
に
、「
蛍
光
菊
」

展
に
出
品
さ
れ
た
。
同
展
に
つ
い
て
は
、
馬
定
延
の

調
査
に
よ
り
詳
細
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る1

。
杉
浦

康
平
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
同
展
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に

は
、
出
品
リ
ス
ト
と
、
一
部
の
作
品
の
画
像
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
飯
田
の
作
品
が
、
彫
刻

部
門
と
、
ミ
ニ
チ
ュ
ア
部
門
の
二
部
門
に
出
品
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ミ
ニ
チ
ュ
ア
部
門
に
は
一

　

二
〇
一
九
年
十
月
二
十
二
日
に
飯
田
昭
二
が
九
二

歳
で
永
眠
し
た
。
一
九
六
〇
年
代
に
、グ
ル
ー
プ「
幻

触
」
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動
し
た
後
は
個
人

で
制
作
と
発
表
を
続
け
な
が
ら
、
世
代
の
異
な
る
静

岡
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
交
流
し
、
一
九
八
八
年
か
ら

一
九
九
六
年
に
か
け
て
は
、A

-V
alue

の
一
員
と
し

て
グ
ル
ー
プ
展
に
参
加
す
る
な
ど
、
静
岡
の
ア
ー
ト

シ
ー
ン
の
拠
り
所
と
な
っ
た
。
二
〇
二
〇
年
三
月
十

日
か
ら
飯
田
の
「
幻
触
」
以
後
も
含
め
た
活
動
を
振

り
返
る
個
展
「
飯
田
昭
二
１
９
２
７
―
２
０
１
９
」

が
、
神
奈
川
県
の
鎌
倉
画
廊
で
開
催
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
九
月
に
は
長
く
静
岡
の
美
術
の
振
興
と
検
証
に

力
を
注
い
で
き
た
白
井
嘉
尚
、
立
花
義
彰
、
本
阿
弥

清
の
三
名
が
呼
び
か
け
人
に
な
り
、「
飯
田
昭
二
を

偲
ぶ
会
」
が
計
画
さ
れ
、
県
内
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
会

場
に
し
た
遺
作
展
を
含
む
会
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
ど
ち
ら
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
鎌
倉
で
の
個
展
は
一
時
中
断
後
に
再
開
さ

れ
、
偲
ぶ
会
は
二
〇
二
一
年
秋
に
延
期
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
筆
者
は
、
当
館
で
、
こ
れ
ま
で
に
現
代

美
術
を
担
当
し
た
学
芸
員
三
人
か
ら
バ
ト
ン
を
渡
さ

れ
た
形
で
、二
〇
一
三
年
度
に
「
グ
ル
ー
プ
『
幻
触
』

と
石
子
順
造
」
展
を
企
画
し
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
飯
田
と
は
こ
の
展
覧
会
の
準
備
を
通
し
て
、
作

品
の
調
査
や
展
示
計
画
の
相
談
の
た
め
に
、
幾
度
と

な
く
電
話
や
直
接
会
っ
て
話
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ

た
。
冥
福
を
祈
る
と
と
も
に
、
飯
田
の
残
し
た
作
品

を
、
次
世
代
に
伝
え
る
使
命
を
強
く
感
じ
て
い
る
。

　

こ
の
論
考
で
は
、
当
館
が
所
蔵
す
る
飯
田
昭
二
の

《H
alf and H

alf

》（
図
１
）
に
つ
い
て
、
一
九
六
〇

年
代
の
日
本
の
美
術
の
動
向
と
の
関
わ
り
か
ら
論
じ

た
い
と
思
う
。
こ
の
作
品
は
長
く
作
家
か
ら
当
館
に

寄
託
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
五
年
に
購
入
し
収
蔵

品
に
加
わ
っ
た
。
竹
ひ
ご
で
作
ら
れ
た
鳥
か
ご
の
中

に
、
ハ
イ
ヒ
ー
ル
が
一
足
並
ん
で
お
り
、
正
面
か
ら

辺
が
二
〇
セ
ン
チ
の
小
型
の
《H

alf and H
alf

》
が

出
品
さ
れ
て
お
り
、
掲
載
画
像
か
ら
、
鳥
か
ご
の
中

に
は
ピ
ン
ポ
ン
玉
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
。
当
館
所
蔵
の
《H

alf and H
alf

》
は
、
彫
刻
部

門
に
出
品
さ
れ
、
出
品
時
の
作
品
タ
イ
ト
ル
は
《
コ

ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
》
と
な
っ
て
い
た
。
彫
刻
部
門
の

展
示
空
間
は
、
ポ
ス
タ
ー
や
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
展
示

し
た
白
く
明
る
い
部
屋
と
は
対
照
的
に
、
光
を
放
つ

作
品
が
映
え
る
よ
う
な
暗
い
空
間
に
な
っ
て
い
た
よ

う
だ
。
馬
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
彫
刻
部
門
全
体
の

傾
向
と
し
て
「
ネ
オ
ン
や
蛍
光
灯
の
よ
う
に
強
い
光

を
発
光
し
て
変
化
し
た
り
、
そ
の
光
を
金
属
製
の
表

面
が
反
射
し
た
り
、
錯
視
と
い
う
現
象
を
利
用
し
た

り
、
あ
る
い
は
蛍
光
色
の
素
材
や
軽
く
て
透
明
な
素

材
で
で
き
て
い
る
」
と
い
っ
た
特
徴
が
み
ら
れ
た2

。

　

光
と
動
き
と
色
彩
を
用
い
る
傾
向
や
、
観
客
と
作

品
を
含
ん
だ
「
環
境
」
へ
の
意
識
は
、
一
九
六
六
年

に
開
か
れ
た
東
野
芳
明
企
画
に
よ
る「
色
彩
と
空
間
」

飯田昭二の《Half and Half》について
1960年代の日本の美術の動向との関わりから

上席学芸員　川谷承子

図 ２ 　飯田昭二　タイトル不詳　1967年　現存せず

図 １ 　飯田昭二《Half and Half》1968年　静岡県立美術館蔵
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展
や
、「
エ
ン
バ
イ
ラ
メ
ン
ト
の
会
」企
画
に
よ
る「
空

間
か
ら
環
境
へ
」展
を
契
機
に
高
ま
っ
て
い
た3

。「
蛍

光
菊
」
展
の
企
画
者
の
中
に
、
東
野
芳
明
や
中
原
佑

介
ら
「
エ
ン
バ
イ
ラ
メ
ン
ト
の
会
」
と
同
じ
顔
ぶ
れ

が
い
た
こ
と
か
ら
も
、「
空
間
か
ら
環
境
へ
」
展
で

打
ち
出
さ
れ
た
傾
向
は
「
蛍
光
菊
」
展
の
人
選
の
方

針
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　

飯
田
は
、
前
年
の
一
九
六
七
年
に
東
京
の
お
ぎ
く

ぼ
画
廊
で
開
い
た
個
展
で
も
、
鏡
の
錯
視
効
果
を
取

り
入
れ
た
作
品
を
発
表
し
て
い
る
。
椅
子
や
机
、
机

上
の
雑
誌
や
サ
ン
グ
ラ
ス
な
ど
展
示
空
間
に
実
在
す

る
物
が
縦
半
分
に
切
り
取
ら
れ
た
状
態
で
鏡
に
接
し

て
置
か
れ
、
鏡
に
映
り
込
ん
だ
イ
メ
ー
ジ
と
合
わ
さ

っ
て
、
ひ
と
つ
の
全
体
像
が
作
り
上
げ
ら
れ
る
作
品

で
あ
る
。《H

alf and H
alf

》
と
同
様
の
原
理
で
作

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
展
示
さ
れ
る
空
間
と
鑑

賞
者
が
作
品
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
点
か
ら
、「
環

境
」
へ
の
意
識
が
見
ら
れ
る
。
鏡
の
中
に
、
鑑
賞
者

が
立
つ
空
間
が
取
り
込
ま
れ
る
作
品
と
し
て
は
、
一

九
六
七
年
に
発
表
さ
れ
た
《W

indow

》
と
、「
グ

ル
ー
プ
『
幻
触
』
に
よ
る
（　
　

）
展
」
で
発
表
さ

れ
た
、
タ
イ
ト
ル
不
詳
の
作
品
（
図
２
）
が
記
録
に

残
っ
て
い
る
。
後
者
に
お
い
て
、
鏡
の
前
の
空
間
が

鏡
に
映
り
込
む
点
は
先
ほ
ど
の
作
品
と
同
じ
で
あ
る

が
、
こ
の
作
品
で
注
目
し
た
い
の
は
、
鏡
の
内
側
に

パ
ー
ス
が
描
か
れ
て
お
り
、
鏡
か
ら
現
実
空
間
に
突

出
す
る
板
と
こ
の
板
が
鏡
に
映
り
込
ん
だ
虚
像
が
パ

ー
ス
に
沿
っ
て
繰
り
返
さ
れ
、
鏡
の
中
に
、
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
の
三
次
元
空
間
を
出
現
さ
せ
て
い
る
点
で

あ
る
。
筆
者
は
以
前
、
飯
田
の
《W

indow

》
を
マ

ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
《
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ウ
ィ
ド

ウ
》
へ
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
し
て
解
釈
で
き
る
の
は
な

い
か
、
と
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
が4

、
先
ほ
ど
の
鏡

の
作
品
に
見
ら
れ
る
線
遠
近
法
へ
の
関
心
に
つ
い
て

し
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

飯
田
の
周
辺
の
出
来
事
と
し
て
は
、
一
九
六
七
年

に
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
新
宿
で
石
子
順
造
と
刀
根
康
尚
が

企
画
し
た
「50A

.F.

〈la A
prés 

“la Fontaine

”〉」

と
題
す
る
、
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
《
泉
》
発
表

五
十
年
を
記
念
し
た
展
覧
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
飯

田
は
こ
の
展
覧
会
に
は
出
品
し
て
い
な
い
が
、「
幻

触
」
の
鈴
木
慶
則
の
他
、
赤
瀬
川
原
平
や
高
松
次
郎

な
ど
が
参
加
し
て
い
た
。
奇
し
く
も
《H

alf and 
H

alf

》
が
発
表
さ
れ
た
一
九
六
八
年
は
、
デ
ュ
シ
ャ

ン
が
亡
く
な
っ
た
年
で
も
あ
っ
た
。

　

こ
の
論
考
で
は
、
飯
田
昭
二
の
《H

alf and H
alf

》

を
足
が
か
り
に
し
て
飯
田
の
鏡
を
使
っ
た
同
時
代
の

作
品
に
も
言
及
を
広
げ
た
。
飯
田
は
《H

alf and 
H

alf

》
へ
と
至
る
過
程
で
、
鏡
、「
環
境
」、
レ
デ
ィ
・

メ
イ
ド
、
遠
近
法
と
い
っ
た
こ
の
時
代
の
関
心
事
を

作
品
の
中
に
取
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

従
来
、
飯
田
の
作
品
は
「
幻
触
」
や
石
子
順
造
と
の

関
わ
り
の
中
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、こ
れ
か
ら
先
、

美
術
史
の
中
に
開
い
て
、
よ
り
広
い
角
度
か
ら
作
品

や
そ
の
思
想
を
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
引
き
続
き
検
証
と
分
析
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

1 　

馬
定
延「
戦
後
日
本
芸
術
の
表
象
：「
蛍
光
菊
」展（1968

−1969

）
の
再
考
」『
明
治
大
学
国
際
日
本
学
研
究
十
一

（
二
）』、
二
〇
一
九
年
、
一
一
七
〜
一
三
一
頁

2 　

前
掲
、
一
二
四
〜
一
二
五
頁

3 　

東
野
芳
明
「
現
代
観
衆
論　

今
日
の
芸
術
が
め
ざ
す
も

の
」『
虚
像
の
時
代　

東
野
芳
明
美
術
批
評
選
』
河
出
書

房
新
社
、
二
〇
一
三
年
一
〇
五
〜
一
〇
六
頁

4 　

川
谷
承
子
「「
現
代
美
術
」
の
一
つ
の
到
達
点
と
し
て

の
「
幻
触
」（
試
論
）」、「re-

「
幻
触
」」
展
カ
タ
ロ
グ
、

二
〇
一
六
年
、
鎌
倉
画
廊
、
十
二
頁

5 　

平
芳
幸
浩「
鏡
の
折
返
し
―
デ
ュ
シ
ャ
ン
以
降
の
芸
術
」

『
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
と
20
世
紀
美
術
』
カ
タ
ロ
グ
、

朝
日
新
聞
社
、
二
〇
〇
四
年
、
一
一
〇
頁

は
、同
時
期
の
「
幻
触
」
の
前
田
守
一
や
丹
羽
勝
次
、

一
九
六
六
年
か
ら
一
九
六
九
年
ま
で
の
高
松
次
郎
の

作
品
に
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
元
を
た
ど
れ
ば
線
遠
近
法
を
取
り
出
し
て
作

品
の
中
で
言
及
す
る
姿
勢
は
デ
ュ
シ
ャ
ン
が
《
大
ガ

ラ
ス
》
や
《
グ
リ
ー
ン
・
ボ
ッ
ク
ス
》
の
中
で
行
っ

て
い
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。
同
じ
く
デ
ュ
シ
ャ

ン
の
作
品
の
中
に
は
鳥
か
ご
を
使
っ
た
作
品
も
あ

る
。《
ロ
ー
ズ
・
セ
ラ
ヴ
ィ
よ
、
な
ぜ
く
し
ゃ
み
を

し
な
い
》
は
、
既
成
の
鳥
か
ご
の
中
に
、
大
理
石
で

作
ら
れ
た
角
砂
糖
、
温
度
計
、
イ
カ
の
甲
が
詰
め
込

ま
れ
た
も
の
で
、
技
法
と
し
て
セ
ミ
・
レ
デ
ィ
・
メ

イ
ド
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
飯
田
が
《H

alf 
and H

alf

》
の
中
で
、
素
材
と
し
て
既
成
の
鳥
か
ご

や
ハ
イ
ヒ
ー
ル
を
使
い
、
日
常
と
芸
術
と
の
境
目
を

問
題
の
俎
上
に
載
せ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
、
こ
の
点
か
ら
、
デ
ュ
シ
ャ
ン
と
の
関
連
を
見
い

だ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
平
芳
幸
浩
に
よ
る
と
、
ア

メ
リ
カ
で
直
接
デ
ュ
シ
ャ
ン
と
接
触
の
あ
っ
た
荒
川

修
作
や
久
保
田
成
子
を
除
く
と
一
九
五
〇
―
六
〇
年

代
の
日
本
の
作
家
と
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
関
係
は
明
確
で

は
な
い
と
い
う5

。
日
本
の
作
家
た
ち
は
、
瀧
口
修
造

や
東
野
芳
明
ら
批
評
家
を
通
し
て
デ
ュ
シ
ャ
ン
に
触

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
う
え
に
、
日
本
に
お
い
て
デ
ュ

シ
ャ
ン
は
、
ダ
ダ
、
シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
、
ア
メ
リ

カ
の
ネ
オ
・
ダ
ダ
、
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト

な
ど
の
動
向
と
渾
然
一
体
と
な
っ
た
情
報
と
し
て
受

容
さ
れ
た
と
い
う
平
芳
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
篠

原
有
司
男
や
工
藤
哲
巳
の
よ
う
な
「
反
芸
術
」
の
作

家
た
ち
と
は
異
な
り
、
飯
田
が
デ
ュ
シ
ャ
ン
か
ら
直

接
的
に
影
響
を
受
け
て
作
品
を
制
作
し
た
と
考
え
る

の
は
飛
躍
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
当
時
、
西
洋

の
前
衛
運
動
に
範
を
求
め
な
が
ら
、
そ
れ
を
主
体
化

し
つ
つ
啓
蒙
的
な
活
動
を
行
な
っ
た
、
美
術
批
評
家

の
言
説
を
通
じ
て
、
間
接
的
に
デ
ュ
シ
ャ
ン
を
参
照

　

私
が
中
学
校
美
術
教
師
に
な
っ
た
頃
、
学
習

指
導
要
領
で
「
鑑
賞
」
が
よ
り
明
示
さ
れ
、
制

作
と
鑑
賞
の
相
互
の
力
を
高
め
い
て
い
く
よ
う

求
め
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
さ
て
、
鑑
賞
の
授

業
を
ど
う
し
た
も
の
か
、
と
試
行
錯
誤
し
て
い

た
時
に
出
会
っ
た
の
が
こ
の
本
で
す
。
作
品
の

前
で
子
供
た
ち
は
、
思
い
思
い
の
発
言
を
し
て

い
き
ま
す
。相
手
の
発
言
か
ら
見
つ
け
た
こ
と
、

気
づ
い
た
こ
と
、
対
話
し
て
い
く
う
ち
に
作
品

に
入
っ
て
い
き
ま
す
。
会
話
を
つ
な
い
で
い
く

だ
け
で
、
主
題
へ
と
た
ど
り
着
く
の
で
す
。
自

由
な
発
想
が
次
々
に
出
て
く
る
状
況
に
の
め
り

こ
み
ま
し
た
。
読
み
終
え
た
後
、
ま
ず
は
難
し

く
考
え
ず
、
生
徒
と
一
緒
に
作
品
を
鑑
賞
し
て

み
よ
う
と
、
私
の
背
中
を
押
し
て
く
れ
た
本
と

な
り
ま
し
た
。 

（
主
査　

西
島　

幸
代
）

本の窓

上
野
行
一
著

『
私
の
中
の
自
由
な
美
術

鑑
賞
教
育
で
育
む
力
』

光
村
図
書
出
版
　
二
〇
一
一
年
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美術館問わず語り

　

静
岡
県
立
美
術
館
の
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
期
間
を
含
め
て

七
年
間
、
実
技
室
を
中
心
に
行
わ
れ
る
教
育
普
及

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
が
深
刻
化
し
て

き
た
時
期
と
退
任
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
重
な
り
、
直

接
、
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
ら
れ
な
い
方
も
お
り
ま

し
た
が
、
美
術
館
で
の
貴
重
な
経
験
の
数
々
を
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借

り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

実
技
室
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
初
め
て
参
加
さ
れ
る
方

の
多
く
は
、朝
、緊
張
の
面
持
ち
で
受
付
を
し
、帰

る
頃
に
は
輝
く
よ
う
な
笑
顔
で
楽
し
か
っ
た
感
想

を
伝
え
て
下
さ
い
ま
す
。プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
中
は
、

参
加
者
の
方
々
に
加
え
て
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

や
学
芸
員
、実
技
室
ス
タ
ッ
フ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ

ん
、様
子
を
見
に
来
ら
れ
た
館
長
や
副
館
長
、総
務

課
の
職
員
、
な
ん
だ
か
面
白
そ
う
だ
と
見
学
に
来

大吉！皆様にも届きますように…

緊急事態宣言解除後、相模國総社六所神社にお参り

煌
め
き
と
出
会
う
場
所

　

中
村
美
穂
子

新型コロナウイルス感染症拡大防止のためのお願い

【来館について】
⃝�マスク着用の上、ご来館ください。
⃝�以下のお客様につきましては、来館を控えていただきます
ようお願いいたします。
　○�発熱や風邪、味覚障害の症状がある方
　　�（展示室内で激しく咳き込まれるなど、風邪のような症
状のある方には、スタッフがお声がけし、ご退館をお願
いする場合がございます。）

　○�ご家庭や職場、学校など身近に新型コロナウイルス感染
症の感染者もしくは感染の可能性のある方がいらっしゃ
る方

　○�体調がすぐれない方
⃝�こまめな手洗いやアルコール消毒液などでの手指消毒の徹
底をお願いいたします。
⃝�感染防止のため、壁や展示ケースに触れないようお願いい
たします。
⃝�作品を観賞される際は、他のお客様と距離を空けて観賞い
ただきますようお願いいたします。また、展示室内での会
話はお控えください。
⃝�展示室内の人数が多数となった場合、入場制限を行う場合
がございます。

【サービスの休止等について】
⃝�託児サービスは、９月６日（日）まで休止します。
⃝�休憩室は、当面の間閉室します。
　※�水飲み機（ウォーターサーバー）も休止しているので、
館内で水分を摂ることはできません。

⃝�フリートーキングデーは、当面の間休止します。

※事前に開館の状況をホームページ等でご確認ください。

利 用 案 内
開館時間：10：00～17：30（展示室への入室は17：00まで）
休 館 日：�毎週月曜日（月曜日が祝日・振替休日の場合は開館し、翌日休館。

ただし、９月23日㈬は休館。８月11日㈫、11月２日㈪は開
館。）

ア ク セ ス
◎ＪＲ「草薙駅」県大・美術館口から静鉄バス「県立美術館行き」で約６分
◎静鉄「県立美術館前駅」から徒歩約15分またはバスで約３分
◎東名高速道路　静岡IC、清水ICから約25分　日本平久能山スマートICから約15分
◎新東名高速道路　新静岡ICから約25分

ウェブサイト：http://www.spmoa.shizuoka.shizuoka.jp

無料託児サービス ※9月6日（日）まで休止
毎週日曜日　10：30～15：30
対象　6ヶ月～小学校就学前

※イベント等は都合により変更になる場合があります。

〒422－8002　静岡市駿河区谷田53－2
総務課／Tel 054－263－5755　Fax 054－263－5767
学芸課／Tel 054－263－5857　Fax 054－263－5742

ら
れ
る
お
客
様
…
、
年
齢
も
下
は
三
歳
児
か
ら
上

は
九
十
歳
ま
で
と
幅
広
く
、
多
様
な
人
々
が
一
緒

に
そ
の
場
を
共
有
し
て
い
ま
す
。
美
術
品
や
美
術

に
親
し
み
た
い
と
い
う
き
っ
か
け
か
ら
、
活
動
を

通
じ
て
、普
段
は
関
わ
る
こ
と
の
な
い
、人
、物
、事

と
出
会
い
、
新
鮮
な
経
験
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
出

来
る
、
こ
ん
な
稀
有
な
場
所
は
な
か
な
か
無
い
と

思
い
ま
す
。
美
術
館
や
実
技
室
が
こ
の
先
も
ず
っ

と
、
一
人
一
人
の
気
付
き
や
、
心
の
煌
め
き
と
出

会
え
る
場
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
も
、
こ
の
仕
事
を
通
じ
て
多
く
の
出
会
い
と

学
び
が
あ
り
、
自
身
の
生
き
方
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
を
何
度
も
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
今
後
は
美
術

館
の
仕
事
を
離
れ
、
こ
れ
ま
で
傍
ら
で
続
け
て
き

た
制
作
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
四
月
か
ら
神
奈
川
県
の
大
磯
町
に
ア
ト

リ
エ
を
兼
ね
た
住
居
を
借
り
、引
っ
越
し
ま
し
た
。

時
世
も
あ
っ
て
か
、
県
美
で
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
か
ら
の
応
援
メ
ッ
セ
ー

ジ
や
お
便
り
が
時
折
り
新
居

に
届
き
、
と
て
も
励
ま
さ
れ

て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で

前
向
き
な
気
持
ち
で
元
気
に

や
っ
て
い
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
見
守
っ
て
い
た
だ
け
る

と
嬉
し
い
で
す
。
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